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無担保、無保証人、低利子で融資

～マル経融資制度～
利子補給（1％）制度が利用できます！

　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改

善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により

「日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問

い合わせください。 22－8330

担保、保証人 不　要

保証協会の保証 不　要

貸 付 限 度 額 1,500 万円

返 済 期 間 10年以内（＊運転資金は7年以内）

利 率 年 1.85％（平成 23 年 7月1日現在）

融 資 対 象 小規模事業者：従業員 20人以下
（商業、サービス業は5人以下）

会議所は企業の要、地域の灯

2011 7
会員数1,003名

館山観光まつり行事日程決まる！
～メイン行事『第48回館山湾花火大会』は、8月8日（月）に開催～

経済底流を読み解く　日本経済は必ず復活する
～今こそ、私たち国民が立ち上がるとき～

LOBO 5月結果　業況は低水準で推移
～震災後の厳しい状況が続く～

「東日本大震災義援金募金」にご協力いただき、
ありがとうございます！

青年部の窓

新入部員紹介

『千葉県最低賃金総合相談支援センター』をご利用下さい

オーシャンフェスタ館山



会 議 所 だ よ り
平 成 23 年 7 月 10 日（2）

〈
行
事
日
程
〉

【
７
月
16
日

～
17
日

】

・
長
須
賀
地
区
祭
礼

【
７
月
17
日

～
７
月
18
日

】

・
那
古
地
区
祭
礼

【
７
月
17
日

】

・
Ｏ
Ｗ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
・
オ
ー
プ
ン

２
０
１
１
館
山

【
７
月
17
日

～
７
月
18
日

】

・
第
15
回
館
山
オ
ー
プ
ン

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ム
レ
ー
ス

【
７
月
18
日

】

・
海
上
自
衛
隊
館
山
航
空
基
地

海
の
日
記
念　

基
地
一
般
開
放

【
７
月
23
日

】

・
布
良
祭
礼

【
７
月
24
日

】

・
第
45
回
鏡
ヶ
浦
横
断
遠
泳
大
会

【
７
月
30
日

～
31
日

】

・
船
形
地
区
祭
礼

【
８
月
１
日

～
２
日

】

・
館
山
地
区
祭
礼

【
８
月
６
日

】

・
第
36
回
長
須
賀
納
涼
露
店
市

【
８
月
７
日

】

・
第
28
回
銀
座
ま
つ
り

「
納
涼
ふ
れ
あ
い
の
広
場
」

【
８
月
７
日

】

・
第
17
回
全
国
大
学
フ
ラ
メ
ン
コ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ
館
山

・
ア
セ
・
ム
ー
チ
ョ
・
カ
ロ
ー
ル

２
０
１
１

【
８
月
８
日

】

・
第
48
回
館
山
観
光
ま
つ
り

館
山
湾
花
火
大
会

・
花
火
と
フ
ラ
メ
ン
コ
２
０
１
１

・
に
っ
ぽ
ん
丸
満
船
飾

【
８
月
８
日

～
９
日

】

・
第
17
回
電
光
ひ
か
り
大
文
字

【
８
月
９
日

】

・
那
古
観
音
四
万
六
千
日

・
那
古
納
涼
歌
謡
シ
ョ
ー

【
８
月
10
日

】

・
安
房
神
社
例
祭

　
６
月
28
日

当
所
に
お
い
て
、
平
成
23
年
度
「
館
山
観
光
ま
つ
り
」

実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
本
年
は
、７
月
17
日

～
８
月
10
日

ま
で
を
「
館
山
観
光
ま
つ
り
」

の
期
間
と
し
、
メ
イ
ン
行
事
の
「
館
山
湾
花
火
大
会
」
は
例
年
ど
お

り
８
月
８
日

に
決
定
し
た
。
行
事
日
程
は
以
下
の
と
お
り
。

館
山
観
光
ま
つ
り
行
事
日
程
決
ま
る
！

～
メ
イ
ン
行
事
『
第
48
回
館
山
湾
花
火
大
会
』
は
、
８
月
８
日

に
開
催
～

なお、８月８日の花火大会にあわせ臨時列車が運行さ

れます。臨時列車は、〔上り〕館山発（木更津行）２１

時２４分（千葉行に接続）と、〔下り〕館山発（鴨川行）

２１時５６分となっております。また、花火大会臨時駐

車場（館山市コミュニティセンター駐車場）から館山

駅東口までシャトルバスが運行されます。市内道路は

混雑が予想されますので、是非ご利用下さい。

臨 時 列 車 ＆ シ ャ ト ル バ ス



会 議 所 だ よ り
（3）平 成 23 年 7月10 日

　

こ
と
し
３
月
「
大
震
災
」
の
痛
手

は
、
文
字
通
り
す
さ
ま
じ
い
も
の
が

あ
る
。

　

わ
が
国
を
代
表
す
る
自
動
車
産
業

の
３
月
の
生
産
台
数
は
、
前
年
同
月

比
で
57
．
３
％
減
の
40
万
台
余
り
と

な
っ
た
。
今
回
の
落
ち
込
み
は
、リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
の
下
落
幅
を
上

回
る
。
こ
の
数
年
で
、
わ
が
国
企
業

は
２
度
も
未
曽
有
の
落
ち
込
み
を
経

験
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

し
か
も
、
今
回
厄
介
な
の
は
、
震

災
前
の
生
産
水
準
に
戻
る
ま
で
の

明
確
な
経
路
が
見
え
な
い
こ
と
だ
。

有
力
メ
ー
カ
ー
は
い
ず
れ
も
、
年

末
ま
で
に
は
生
産
水
準
を
回
復
で

き
る
、
と
言
っ
て
は
い
る
も
の
の
、

具
体
的
な
道
筋
が
見
え
な
い
の
も

事
実
で
あ
る
。今
日
の
よ
う
に
、し
っ

か
り
し
た
分
業
体
制
が
進
み
効
率

的
な
供
給
網
が
精
密
に
構
築
さ
れ

て
い
る
と
、
重
要
な
部
品
が
数
点
不

足
す
る
だ
け
で
生
産
工
程
全
体
が

足
踏
み
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。
こ
の
状
況
は
、
現
場
で

必
死
に
生
産
活
動
を
復
活
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
人
た
ち
に
断
腸
の

思
い
を
課
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、夏
場
の
電
力
需
給
を
考
え
る

と
、
節
電
に
よ
る
生
産
活
動
へ
の
マ

イ
ナ
ス
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
。
さ

ら
に
、
わ
が
国
経
済
の
復
興
局
面
で
、

政
治
に
対
し
て
大
き
な
期
待
を
掛
け

ら
れ
な
い
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　

政
策
当
局
は
、
既
に
20
を
超
え

る
震
災
関
係
の
会
議
を
創
設
し
て

い
る
が
、
期
待
し
た
よ
う
な
成
果

を
挙
げ
て
い
な
い
。
会
議
の
場
で
、

多
く
の
人
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。

し
か
し
、「
復
興
は
時
間
と
の
勝

負
」。
今
は
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
、
わ
が
国
に
必
要

な
こ
と
を
、
す
ぐ
に
実
行
に
移
す

べ
き
と
き
な
の
で
あ
る
。

　

震
災
当
初
に
わ
が
国
に
好
意
的

だ
っ
た
海
外
メ
デ
ィ
ア
の
一
部
で

は
、「
無
策
な
政
府
に
怒
り
を
示
さ

な
い
、
日
本
国
民
の
態
度
が
理
解
で

き
な
い
」
と
い
っ
た
論
調
が
目
立
ち

始
め
て
い
る
。
だ
が
、
わ
が
国
経
済

の
先
行
き
に
悲
観
的
に
な
る
必
要
は

な
い
。
な
ぜ
な
ら
わ
が
国
に
は
、
競

合
他
国
に
負
け
な
い
だ
け
の
高
い
技

術
力
と
、
そ
の
技
術
を
有
効
に
使
い

こ
な
す
〝
現
場
力
〟
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

わ
が
国
経
済
は
、
今
ま
で
幾
多

の
難
局
を
乗
り
越
え
て
き
た
実
績

が
あ
る
。
１
９
７
１
年
の
ニ
ク
ソ

ン
シ
ョ
ッ
ク
の
時
わ
が
国
経
済
が

壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
る
、
と
悲

観
的
な
予
想
を
す
る
人
た
ち
が
多

か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
血

の
に
じ
む
よ
う
な
経
営
努
力
で
マ

イ
ナ
ス
影
響
を
克
服
し
た
。

　

さ
ら
に
１
９
７
３
年
の
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
の
と
き
で
も
、
原
油
価

格
が
３
倍
に
跳
ね
上
が
る
中
、
主

要
国
で
最
も
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
を
実
現
し
、
厳
し
い
状
態
を
乗

り
切
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

わ
が
国
に
は
、
そ
う
し
た
困
難

に
打
ち
勝
つ
だ
け
の
資
質
が
備

わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
回
の

大
震
災
の
影
響
も
、
そ
う
し
た
バ

イ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
発
揮
す
れ
ば
乗

り
切
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。

　

夏
場
ま
で
は
、
電
力
事
情
の
問

題
や
震
災
の
後
片
付
け
に
時
間
を

取
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
復

興
需
要
が
本
格
化
す
る
と
見
ら
れ

る
秋
口
以
降
、
わ
が
国
経
済
は
必

ず
復
興
へ
の
道
を
歩
み
始
め
る
こ

と
に
な
る
。
今
回
の
よ
う
に
、
震

災
と
い
う
弊
害
が
誰
の
目
に
も
明

ら
か
に
な
る
と
、
わ
が
国
の
国
民

は
明
確
な
目
標
で
あ
る
「
経
済
復

興
」
に
向
か
っ
て
一
直
線
に
進
ん

で
い
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
と
き
に
、
政
治
が
多
少
も
た

つ
い
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
障
害

に
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
私
た
ち

国
民
が
「
新
し
い
国
を
つ
く
る
」
と

い
う
ぐ
ら
い
の
気
構
え
を
持
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
立
ち
向
か
う
べ

き
だ
。「
わ
が
国
は
必
ず
復
興
す
る
」。

そ
れ
を
信
じ
よ
う
。
ど
ん
な
努
力
も

で
き
る
は
ず
だ
。

経
済
底
流
を
読
み
解
く
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　
日
本
経
済
は
必
ず
復
活
す
る

～
今
こ
そ
、
私
た
ち
国
民
が
立
ち
上
が
る
と
き
～
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産
業
別
で
は
、
建
設
、
製
造
、

小
売
、
サ
ー
ビ
ス
の
４
業
種
で
マ

イ
ナ
ス
幅
が
縮
小
し
た
が
、
い
ず

れ
も
震
災
前
の
水
準
に
は
回
復
し

て
い
な
い
。

　

こ
の
う
ち
建
設
業
は
、
被
災
地

の
復
興
に
向
け
た
需
要
の
増
加
が

見
ら
れ
る
一
方
、
被
災
地
を
優
先

し
た
公
共
事
業
の
実
施
に
伴
い
、

そ
の
他
の
地
域
で
は
受
注
の
減

少
な
ど
を
懸
念
す
る
声
も
多

い
。

　

ま
た
、
製
造
・
小
売
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
、
過
度
な
自
粛
の

見
直
し
に
よ
り
、
売
上
が
回

復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
原

子
力
発
電
所
事
故
の
発
生
に

伴
う
風
評
被
害
や
、
外
国
人

観
光
客
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

本
格
的
な
回
復
に
は
至
っ
て

い
な
い
等
、
放
射
能
汚
染
問

題
に
よ
る
、
取
引
停
止
な
ど

の
影
響
を
訴
え
る
声
が
寄
せ

ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
売

上
の
低
迷
に
加
え
、
商
品
の

仕
入
不
足
や
価
格
の
上
昇
が

影
響
し
た
卸
売
業
は
、
マ
イ

ナ
ス
幅
が
大
き
く
拡
大
、
３

カ
月
連
続
で
悪
化
し
た
。

〈
長
引
く
資
材
不
足
と

仕
入
価
格
の
上
昇
〉

　

項
目
別
に
み
る
と
、「
売
上
」
は
、

生
産
や
消
費
の
回
復
が
徐
々
に
出

始
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
月
よ

り
マ
イ
ナ
ス
幅
が
５
．
０
ポ
イ
ン

ト
縮
小
し
た
。

　

ま
た
「
従
業
員
」
で
は
、
特
に

建
設
業
で
、
震
災
に
よ
る
建
築
工

事
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
発
注
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
不
足
感

が
強
ま
っ
て
き
て
い
る
。

　

一
方
、「
仕
入
価
格
」
は
、
資

材
不
足
に
伴
う
価
格
上
昇
や
供
給

ひ
っ
迫
な
ど
に
よ
り
、
厳
し
い
状

況
が
続
く
。「
建
設
資
材
の
工
場

が
東
北
地
方
に
多
数
あ
り
、
資
材

の
供
給
が
不
透
明
な
た
め
、
価
格

が
上
昇
」（
一
般
建
設
工
事
業
）、

「
商
品
の
入
荷
が
ま
だ
十
分
と
は

言
え
ず
、
欠
品
の
売
場
が
あ
る
」

（
総
合
ス
ー
パ
ー
）
な
ど
の
コ
メ

ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

〈
中
小
企
業
は

価
格
転
嫁
が
困
難
〉

　

こ
う
し
た
中
、
本
調

査
に
付
帯
し
て
、「
仕
入

価
格
の
上
昇
に
伴
う
販

売
価
格
へ
の
転
嫁
の
状

況
」
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し

た
と
こ
ろ
、「
転
嫁
で
き

て
い
な
い
」
も
し
く
は

「
転
嫁
は
小
幅
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
」
と
の
回
答
が
95
％

以
上
と
、
難
し
い
経
営
を
強
い
ら

れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
（
図
参
照
）。

　

各
地
か
ら
は
「
同
業
他
社
と
の

価
格
競
争
が
厳
し
く
、
販
売
価
格

へ
の
転
嫁
は
難
し
い
」（
小
売
店
）

と
い
っ
た
声
が
目
立
つ
。　
　
　

〈
改
善
を
期
待
も

不
安
要
素
多
い
〉

　

向
こ
う
３
カ
月
（
６
～
８
月
）

の
先
行
き
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
（
５
月

比
ベ
ー
ス
）
が
マ
イ
ナ
ス
47
．
４

と
、
７
．
０
ポ
イ
ン
ト
改
善
す
る

見
込
み
。
建
設
・
製
造
業
を
中
心

に
、
復
興
需
要
に
よ
る
受
注
の
増

加
や
、
資
材
の
調
達
が
徐
々
に
回

復
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
小
売
業
で
は
、「
夏
期

の
節
電
対
策
に
よ
り
、
ク
ー
ル
ビ

ズ
商
品
の
売
上
が
例
年
以
上
に
増

加
」（
百
貨
店
）
と
の
コ
メ
ン
ト

LOBO
5月結果

業
況
は
低
水
準
で
推
移

～
震
災
後
の
厳
し
い
状
況
が
続
く
～

全産業合計の業況DIの推移（平成13年1月～23年5月）
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1
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1
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1
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(DI)

仕入価格の上昇に伴う
販売価格への転嫁状況

（※仕入価格が上昇している企業が回答）

転嫁できている
（今後転嫁できる見通し）
[4.8％]

転嫁は小幅に
とどまっている
[31.6％]

転嫁は小幅に
とどまっている
[31.6％]転嫁できて

いない
[63.5％]

転嫁できて
いない
[63.5％]

　
商
工
会
議
所
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
（
早
期
景
気
観
測
）
調
査
の
５
月
結
果
が
発

表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
マ
イ
ナ
ス

54
．
４
と
な
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
１
９
８
９
年
４
月
の

調
査
開
始
以
来
、
最
大
の
悪
化
と
な
る
11
．
８
ポ
イ
ン
ト
の
マ
イ
ナ
ス

幅
拡
大
を
記
録
し
た
４
月
（
マ
イ
ナ
ス
57
．
７
）
か
ら
わ
ず
か
に
改
善

し
た
も
の
の
、
依
然
、
厳
し
い
水
準
が
続
い
て
い
る
。
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が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
今
後
夏
物

商
品
の
さ
ら
な
る
需
要
の
増
加
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、「
震
災
に
よ
る
自
動

車
生
産
台
数
減
少
の
影
響
が
、
今

年
度
い
っ
ぱ
い
続
く
見
込
み
」（
金

属
加
工
機
械
製
造
業
）、「
夏
季
の

電
力
不
足
に
伴
う
生
産
活
動
の
縮

小
に
よ
り
、
受
注
の
減
少
を
懸
念
」

（
運
送
業
）
と
い
っ
た
不
安
を
訴

え
る
声
も
多
い
。

　

各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特
徴

的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
と
お

り
。

【
建
設
業
】

　

「
復
興
需
要
に
よ
り
売
上
は
増

加
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
供
給
不

足
に
よ
る
資
材
価
格
の
上
昇
や
今

後
の
人
手
不
足
を
懸
念
」（
建
築

工
事
業
）、「
公
共
事
業
が
被
災
地

に
集
中
し
、
他
地
域
に
お
け
る
工

事
予
算
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
を
懸

念
」（
一
般
工
事
業
）、「
住
宅
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
対
象
と
な
る

新
築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
の
着
工
期
限

が
７
月
末
と
、
５
カ
月
前
倒
し
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
駆
け
込
み

需
要
が
増
え
る
見
通
し
」（
建
築

工
事
業
）

【
製
造
業
】

　

「
放
射
能
問
題
の
影
響
で
、
出

荷
製
品
の
検
査
証
明
を
求
め
ら

れ
、
多
額
の
費
用
が
発
生
。
ま
た
、

一
部
の
得
意
先
か
ら
取
引
を
停
止

さ
れ
た
」（
食
料
品
製
造
業
）、「
取

引
先
が
組
立
ラ
イ
ン
を
稼
働
で
き

ず
、
納
入
量
を
調
整
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
た
め
、
売
上
が
減

少
。
６
月
以
降
は
回
復
が
見
込
ま

れ
る
」（
輸
送
用
機
械
器
具
製
造

業
）、「
円
高
に
よ
り
、
大
手
チ
ェ
ー

ン
ス
ト
ア
が
海
外
製
品
の
直
輸
入

を
増
や
し
た
た
め
、
売
上
が
減
少
」

（
家
具
製
造
業
）

【
卸
売
業
】

　

「
新
茶
販
売
の
シ
ー
ズ
ン
で
あ

る
が
、
関
東
地
方
に
お
け
る
茶
葉

の
放
射
能
汚
染
に
よ
り
、
売
上
が

減
少
し
た
た
め
、
経
営
が
非
常
に

厳
し
い
」（
食
料
・
飲
料
卸
売
業
）、

「
取
引
先
が
工
場
を
操
業
停
止
し

て
い
る
た
め
、
製
品
を
出
荷
で
き

な
い
。
今
後
も
回
復
の
見
通
し
が

立
っ
て
い
な
い
」（
自
動
車
部
品

卸
売
業
）、「
人
件
費
の
上
昇
に
伴

い
、
中
国
製
品
の
価
格
が
上
昇
し

て
い
る
。
販
売
価
格
に
転
嫁
し
た

い
が
、
売
上
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
で
き
な
い
」（
自
転
車

卸
売
業
）

【
小
売
業
】

　

「
浜
岡
原
発
の
停
止
に
伴
う
節

電
対
応
に
よ
り
、
休
日
や
営
業
時

間
の
変
更
等
が
考
え
ら
れ
、
来
客

数
に
影
響
が
及
ぶ
見
通
し
」（
総

合
ス
ー
パ
ー
）、「
外
国
人
観
光
客

数
が
落
ち
込
ん
で
い
る
。
こ
の
状

況
が
１
～
２
年
続
く
と
思
わ
れ

る
」（
商
店
街
）

【
サ
ー
ビ
ス
業
】

　

「
製
造
業
の
生
産
が
低
迷
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
輸
送
需
要
が
前

年
比
３
～
４
割
も
減
少
」（
運
送

業
）、「
自
粛
ム
ー
ド
が
一
段
落
し
、

売
上
が
昨
年
並
み
に
回
復
」（
食

堂
レ
ス
ト
ラ
ン
）、「
原
発
事
故
の

風
評
被
害
に
よ
り
、
外
国
人
ビ
ジ

ネ
ス
客
お
よ
び
観
光
客
の
宿
泊
が

激
減
」（
旅
館
）

会議所窓口相談

商工相談日

金融相談日

毎週水曜日

（電話相談随時

　お気軽にご連絡下さい）

毎月第3金曜日

・日本政策金融公庫（10時～12時）

会
頭
・
髙
橋
弘
之
氏
が

関
東
経
済
産
業
局
長
よ
り
表
彰

　

６
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
、
関
東
商
工
会
議
所
連
合
会
第
54
回
総

会
に
お
い
て
、
永
年
に
亘
り
商
工
会
議
所
に
功
労
の
あ
っ
た
役
員
議

員
が
関
東
経
済
産
業
局
長
よ
り
表
彰
さ
れ
た
。

　

当
所
か
ら
は
会
頭
の
髙
橋
弘
之
氏
が
表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
橋
氏
は
、
昭
和
57
年
か
ら
議
員
・
常
議
員
を
勤
め
ら
れ
、
さ
ら
に
、

平
成
13
年
か
ら
副
会
頭
、
平
成
16
年
か
ら
は
会
頭
を
歴
任
さ
れ
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
間
、
館
山
市
商
業
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
中
心

市
街
地
の
空
洞
化
問
題
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
国
道
１
２
７
号
館
山

バ
イ
パ
ス
の
４
車
線
化
等
を
関
係
機
関
へ
要
望
し
た
活
動
が
功
績
と

し
て
認
め
ら
れ
、
今
回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

法　律

税　務

千葉県産業振興センター

千葉県税理士会館山支部

■

■

ご相談のときは事前にご連絡下さい。

法律・税務・商工相談
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【１００口】
㈱ 房 洋 堂
【50 口】
安 房 運 輸 ㈱
【33 口】
㈱まるいスタッフ一同
【20 口】
房 州 ガ ス ㈱ ㈱ も ち づ き ㈱ 大 成
角田衛税理士事務所 館 山 林 業 ㈱ 共 進 テ ッ ク ㈱
㈱ 隆 電 社 ㈱ 清 水 屋 商 店 白 子 屋 酒 店
ユー・エム・シー・ジャパン㈱
【１０口】
㈲ 館 山 自 動 車 硝 子 ㈲ 丸 太 商 店 ㈲ 秋 山 石 油 店
㈲ 小 池 印 刷 ㈱ 望 月 商 店 ㈱ オ ム ニ コ
㈲ 大 谷 工 務 店 ㈲ 丸 村 洋 服 店
【5 口】
㈲ 岩 井 洋 品 店 溝 口 刺 繍 店 ㈲ 秋 山 呉 服 店
【3 口】
川 上 種 苗 ㈱　　　　　　　　　　　　　※平成 23 年 7 月 6 日現在・敬称略

「東日本大震災義援金」にご協力いただき、
ありがとうございます！

千葉支社　木更津営業所
〒292-0838　木更津市潮浜1-17-59
TEL0438-37-9953

～皆様のあたたかいお気持ちを、
被災地商工会議所に届けます～
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有限会社　いづ喜　　井月　昇

相川君の紹介で４月から入部させて頂きました。

３ヶ月足らずですが、青年部活動を通じてメンバーの皆さんの地元に対する熱い思いを学び

ました。

私も、遅れを取らないよう、ほんの少しでも館山の為に力になれるよう頑張っていきたいと思います。

宜しくお願い致します。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

望月スポーツ用具販売　株式会社　マネージャー　　望月　大輝

私が地元館山に帰ってきて１年半が経ちました。これから社会人として館山に帰ってこようとす

る自分に近い世代がスムーズに馴染めるように、自分が館山商工会議所青年部に入部することに

よって、潤滑油のような役割をはたせればと思います。

諸先輩方の良いところを学び、真似し、商工会議所青年部を通して自分のスキルアップや館山の

活性化の力になれるよう精進したいと思います。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

株式会社　日拓　代表取締役兼ＣＥＯ　　足立　拓生

上條会長よりお誘い頂き、青年部への扉を開けました。人は動いた時に変わる。動いた時に強く

なる。動かないから弱い。強くなってからやるのではない。やるから強くなる。

自分の人生、基準は自分。昨日の自分と闘い、勝利し続ける。逃げずに戦う。何もしない事を『出

来ない』という理由をつけて、自分を正当化しない。

今、日本は未曽有の天災の悲劇を迎えています。この悲劇を迎える私たちの立場と心が大きく変

わったものです。社会に支えられた自己から、社会を支える一員として認知された存在にならなくてはなりません。

自然とは何か。自然との共存は何か。ありのままの自然を残すとはいかなることなのか。

防災と自然はいかなる関係にあるのか。

若さと正義に満ちた私達。凛凛と眉をあげ、この難題を心に刻み、立ち向かいたいと思います。

今、ここ南房総で生活している重みと感謝を深く考えます。被災された多くの方々に心から追悼の意を表するとと

もに、この悲しみを胸に私は、青年部活動に新たなる旅立ちを誓っていきたいと思います。

青年部の窓 ～ 新 入 部 員 紹 介 ～

『
雇
用
対
策
』
に
係
る
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

館
山
地
区
工
業
経
営
研
究
会
（
会
長　

吉
田
孝
）
で
は
、
６
月
15

日
（
水
）
に
『
雇
用
対
策
』
に
係
る
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

講
師
に
は
社
会
保
険
労
務
士
・
高
齢
者
雇
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
羽
山

敏
雄
氏
を
お
迎
え
し
、
東
日
本
大
震
災
以
降
の
計
画
停
電
や
夏
季
に

向
け
た
節
電
の
影
響
で
著
し
く
変
化
す
る
雇
用
環
境
に
、
経
営
者
と

し
て
い
か
に
対
応
す
る
か
等
に
つ
い
て
、
事
例
を
交
え
て
ご
説
明
い

た
だ
い
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
以
下
の
よ
う
な
内
容
が
事
例
と
し
て
説
明
さ
れ
た
。

◇ 

今
後
の
電
力
不
足
に
よ
る
節
電
の
た
め
、
操
業
時
間
の
変
更
や
休
日

の
変
更
が
生
じ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
か

◇ 

変
形
労
働
時
間
や
振
替
休
日
を
活
用
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
ケ
ー

ス
が
代
休
や
割
増
賃
金
支
給
に
該
当
す
る
か

◇ 

高
年
齢
者
職
域
拡
大
等
助
成
金
や
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
関
連
の
助
成
金

に
つ
い
て
制
度
の
概
要
や
利
用
上
の
留
意
点

　

研
修
会
終
了
後
は
、
懇
談
会
を
開
催
し
、
出
席
者
か
ら
は
自
社
の
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

『
千
葉
県
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
』を
ご
利
用
下
さ
い

　

最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
る
中
小
企
業
事
業

主
の
み
な
さ
ん
の
た
め
に
経
営
面
と
労
働
面
の
相
談
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
家
が
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す
る
無
料
の
相
談
窓
口
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談

内
容
、
企
業
、
個
人
情
報
な
ど
は
厳
守
。
安
心
し
て
相
談
で
き
ま
す
。

　

相
談
の
み
で
な
く
、
さ
ら
に
専
門
家
を
無
料
で
各
企
業
へ
派
遣
し
、

個
別
に
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
設
置
場
所　

千
葉
市
中
央
区
新
宿
１
‐
１
‐
３
㈱
大
嶋
会
計
ビ
ジ

ネ
ス
リ
サ
ー
チ
（
大
嶋
会
計
事
務
所
３
階
）

０
４
３
‐
２
４
５
‐

０
２
７
７
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）（
千
葉
駅
、千
葉
中
央
駅
よ
り
徒
歩
約
10
分
）

○
開
設
日　

土
日
祝
日
を
除
い
て
１
ヶ
月
18
日
間　

○
開
設
時
間　

９
時
～
17
時　

※
問
い
合
わ
せ

千
葉
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室（

０
４
３
‐
２
２
１
‐
２
３
２
８
）
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制度の運営機関：独立行政法人中小企業基盤整備機構  TEL 050-5541-7171（共済相談室）  URL  http://www.smrj.go.jp/kyosai/index.html


